
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 

　携帯電話版 http://www.city.inagi.tokyo.jp/i/ 
　（左のバーコードを読み取り機能付き携帯電話で読み取ってください） 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

人口 

男 

女 

世帯数 

85,083 

43,159 

41,924 

36,036

人 

人 

人 

世帯 

87人増 

65人増 

　　22人増 

47世帯増 

※人口及び世帯数は、住民基本台帳と 
　外国人登録によるものです。 

人口と世帯数 
（平成23年6月1日現在） 

2011
平成23年 

第1069号  6.15
毎月1日・15日発行 

緑につつまれ友愛に満ちた 

市民のまち稲城 

主
な
記
事 

6月は「男女雇用平等推進月間」です！ 
熱中症にご用心 
「昼も。夜も。節電ライトダウン2011」 
第20回稲城平和コンサート実行委員募集  
7月は社会を明るくする運動強調月間 
ヘルスメーター  
胃がん検診 

2 面 
2 面 
3 面 
3 面 
4 面 
5 面 
6 面 

毎月1日・15日発行 

苦情 

図２　平成22年度 
市立学校アドボカシー相談 
内容内訳 

図１　平成22年度 
市立病院アドボカシー相談 
内容内訳 

相談 

提案要望 

苦情 
28件 

苦情 
11件 相談 

9件 

相談 
3件 提案要望 

2件 

●話を聞いてほしい。 

●学校の上層部に伝えてほ 

　しい。 

●学校として具 

　体的な対応を 

　してほしい。 

児童・生徒の保護者など 

例えばこんな時に 
　　　相談してください 

〈市立学校アドボカシー〉 
 

●話を聞いてほしい。 

●病院の上層部に伝えてほ 

　しい。 

●病院として具体的な対応 

　をしてほしい。 

●軽微な施設改善 

　などのアイデア 

　がある。 

患者・そのご家族 

例えばこんな時に 
　　　相談してください 

〈市立病院アドボカシー〉 
 

勧告 ●アドボカシー相談員を 

　配置 

〈市立病院アドボカシー〉 

市立病院内に設置 

〈市立学校アドボカシー〉 

稲城第六中学校内に設置 

 

アドボカシー担当 

市立小・中学校 
検討・改善 

市立病院 
検討・改善 

相互調整・ 
早期改善 

勧告 

苦情・相談 
など 

回答 

苦情
・相
談 

など
 

回
答
 

市アドボカシー審査会 

　アドボカシー担当から報告を

受け、審査の申し出があった問

題事案について、４人の審査委

員が公正かつ中立的な立場で審

査します。 

市立病院・市立学校　アドボカシー制度のあらまし 

審
査
結
果
の
報
告 

審
査
の
申
し
出 

勧
告 

よ
り
良
い
信
頼
関
係
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
市
立
病
院
の
患
者
や
市

立
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
市
立
病
院
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
相
談
室
と
市
立
学
校
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
相
談
者
の
方
に
利
用
し

や
す
く
、
信
頼
で
き
る
制
度
運
営
を

目
指
し
ま
す
。　

■問
 

市
役
所
企
画
政
策
課

「アドボカシー」とは
　英語の advocacyで、日本語で
は、「権利擁護」「活動支援」「代
弁活動」などと訳されています。

　

患
者
や
ご
家
族
か
ら
の
意
見
・

要
望
・
不
満
な
ど
を
、
第
三
者
の

立
場
で
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相
談
室
の

相
談
員
が
お
聞
き
し
、
患
者
の
権

利
や
利
益
を
擁
護
す
る
立
場
で
、

早
期
解
決
に
向
け
て
対
応
を
図
り

ま
す
。

　

患
者
や
ご
家
族
が
直
接
相
談
員

と
面
談
す
る
こ
と
で
、
遠
慮
な
く

相
談
で
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

平
成　

年
度
の
相
談
状
況

２２

　

平
成　

年
度
は
、　

件
の
相
談

２２

３１

利
用
（
内
訳
は
図
１
参
照
）
が
あ

り
ま
し
た
。　

▽
相
談
例

・
市
役
所
提
出
の
書
類
に
つ
い
て

・
医
師
や
看
護
師
の
言
動
に
つ
い

て・
救
急
外
来
の
対
応
に
つ
い
て

相
談
日
・
予
約
方
法
な
ど　

（
左
下
表
参
照
）　

▽
予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で

に
、
市
役
所
企
画
政
策
課
に
電
話

（
1　

・
２
１
１
１
）
で
予
約
し

３７８

て
く
だ
さ
い
。　

市
立
病
院

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相
談
室

（
患
者
な
ど
の
相
談
窓
口
）

　

市
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
な
ど
か
ら
の
意
見
・
要
望
・

不
満
な
ど
を
、
第
三
者
の
立
場
で

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相
談
室
の
相
談
員

市
立
学
校

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相
談
室

（
保
護
者
な
ど
の
相
談
窓
口
）

が
お
聞
き
し
、
相
談
者
の
権
利
や

利
益
を
擁
護
す
る
立
場
で
、
早
期

解
決
に
向
け
て
対
応
を
図
り
ま

す
。　

　

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
な
ど
が

直
接
相
談
員
と
面
談
す
る
こ
と
で
、

遠
慮
な
く
相
談
で
き
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
の
相
談
状
況

２２

　

平
成　

年
度
は
、　

件
の
相
談

２２

２２

利
用
（
内
訳
は
図
２
参
照
）
が
あ

り
ま
し
た
。　

▽
相
談
例

・
学
校
生
活
に
お
け
る
、
子
ど
も

の
行
動
に
つ
い
て

・
学
級
運
営
に
つ
い
て

・
教
員
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

相
談
日
・
予
約
方
法
な
ど　

（
左
表
参
照
）　

▽
予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で

に
、
市
立
学
校
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相

談
室
に
電
話（
1　

・
７
４
７
７
）

３３１

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

救急 
　外来 医事当直 

警備室 

薬剤科 

医事課 
エレベーター 

内科 

正面玄関 

案内窓口 
会
　
計
 

西側入口 

市立病院アドボカシー相談室案内図 
（市立病院１階） 

市立病院アドボカシー相談室 

↑
 

市立学校アドボカシー相談室案内図 
（稲城第六中学校内） 

市立学校アドボカシー相談室 
※外周道路からお入りください。 

至若葉台小学校 

校庭 

入口 

外周道路 

至
若
葉
台
駅
 

アドボカシー相談室　予約方法など

市立学校
アドボカシー相談室

市立病院
アドボカシー相談室区分

毎週火・金曜日毎週月・火・木曜日相 談 日

午前9時～正午午前9時～正午相談時間

稲城第六中学校内
アドボカシー相談室
（若葉台）

市立病院1階
アドボカシー相談室
（大丸）

相談場所
（下図参照）

市立学校の教員や学校に
対しての苦情や要望など

市立病院の医師や看護
師、病院に対しての苦
情や要望など

相談内容

無料無料費　　用

稲城第六中学校内アドボ
カシー相談室
（月・火・木・金曜日の
午前9時～正午）
1331－7477
※不在の時は市役所企画
政策課までご連絡くださ
い。

市役所企画政策課
1378－2111

予　　約
電話番号

　　　　 夏休み親子で
ごみ処理施設見学会

家庭から出たごみがどのように
処理されるかが良く分かります

　ごみ処理の流れや仕組
みを実際に学び、ごみ減
量とリサイクルの重要性
を理解していただくた
め、夏休みを利用し、ご
みの中間処理施設「クリ
ーンセンター多摩川」と
日の出町にある最終処分場「東京たま広域資源循環組
合エコセメント化施設」などの施設見学会を開催しま
す。なかなかご自分では行く機会のない施設です。夏
休みの一日、親子でごみについて勉強してみません
か？もちろん、大人の方お一人でも参加いただけます。
■対■定小学生以上の方30人（先着順）
※小学生は保護者同伴
■日8月4日（木）
■時午前9時集合（午後5時頃解散予定）
■場市役所時計台下
※市のバスを利用します。

▽コース　市役所～クリーンセンター多摩川～日の出
町最終処分場（エコセメント化施設）～市役所
■費700円程度（昼食代）
■申電話で申し込んでください。
■先■問環境課ごみ・リサイクル係

参加者
募集!!

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

相 
談 
室

ア
ド
ボ
カ
シ
ー

相
談
室



２３・６・１５ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

熱
中
症

（
日
射
病
・
熱
射
病
）
に

ご
用
心

　

東
京
都
で
は
、毎
年
６
月
を「
男

女
雇
用
平
等
推
進
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
『
決
め
つ
け
て
い
ま

せ
ん
か
？
女
性
の
仕
事
、
男
性
の

仕
事
』
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
も
男

性
も
お
互
い
に
「
働
き
や
す
く
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
」
を
つ
く
り

な
が
ら
、
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
集
中

的
に
実
施
し
、
職
場
で
の
男
女
平

等
を
推
進
し
ま
す
。

■問
 

東
京
都
産
業
労
働
局
労
働
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
課　

1

　

・
５
２
１
１
・
２
２
０
９
、

０３「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

６月は
「男女雇用平等

推進月間」
です！

　

毎
年
７
月
に
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

を
１
日
無
料
開
放
し
「
稲
城
市
民

憲
章
推
進
の
日
」
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
来
年
３
月

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
３
月
１
日

２４

号
の
広
報
い
な
ぎ
に
掲
載
予
定
で

す
。

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

「
稲
城
市
民
憲
章

推
進
の
日
」

開
催
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

暑
い
所
で
長
時
間
動
き
回
っ
た

り
、
直
射
日
光
に
当
た
っ
た
り
す

る
と
起
こ
る
熱
中
症
は
、
体
の
だ

る
さ
や
頭
痛
、
吐
き
気
、
め
ま
い

な
ど
の
症
状
の
他
、
ひ
ど
く
な
る

と
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
な
ど
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

夏
の
時
期
、
特
に
湿
度
が
高
い

日
な
ど
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
湿
度
が
高
く
暑
い
日
は
屋
内

で
も
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

高
齢
者
の
方
な
ど
屋
内
の
換
気
を

行
い
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
午
後
３

時
頃
ま
で
は
、
外
出
を
控
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
地
表
面

は
体
感
温
度
よ
り
も
高
温
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

中
の
乳
幼
児
に
は
特
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

応
急
処
置

　

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

次
の
よ
う
に
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

意
識
が
あ
り
、
体
温
が
あ
ま
り
上

昇
し
て
い
な
い
場
合

〇
患
者
を
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、

体
を
横
に
し
て
衣
服
を
緩
め
る
。

〇
患
者
に
水
ま
た
は
塩
分
の
入
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

ま
せ
る
。

〇
む
や
み
に
冷
や
さ
ず
、
患
者
が

快
適
と
感
じ
る
涼
し
さ
に
し
て
休

ま
せ
る
。

意
識
が
な
く
、
体
温
が
非
常
に
高

い
場
合

〇
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
、
患
者

の
全
身
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が

ら
、
衣
類
や
扇
風
機
な
ど
で
風
を

当
て
て
冷
や
す
。

〇
患
者
の
体
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ

ッ
ク
し
、
体
を
冷
や
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
。

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

　

６
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
６
月
２
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市
全

体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

６
月
の
定
時
登
録

　

市
で
は
、
女
性
の
悩
み
相
談
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■日
 

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、
第

４
土
曜
日

※
男
性
の
相
談
可（
水
曜
日
の
み
）。

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

内
閣
府
、
そ
の
他
か
ら
な
る
男

女
共
同
参
画
推
進
本
部
は
、
「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
公

布
・
施
行
日
で
あ
る
平
成　

年
６

１１

月　

日
を
踏
ま
え
、
毎
年
６
月　

２３

２３

日
か
ら　

日
ま
で
の
１
週
間
を「
男

２９

女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。
期
間
中
、
関
係
団
体
の
協
力

の
も
と
に
各
種
行
事
及
び
広
報
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■問
 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
広
報
啓
発
担
当　

1　

・
５
２

０３

５
３
・
２
１
１
１

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月

日（
木
）〜

日（
水
）

23

29

�
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、

未
来
を
拓
こ
う
�

ご
利
用
く
だ
さ
い

い
な
ぎ
女
性
の
悩
み
相
談

※
相
談
は
１
人　

分
５０

▽
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

■費
 

無
料

■申
 

相
談
日
前
日
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
女
性
青
少
年
係

号
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■限
 

６
月　

日（
月
）必
着

２０

■主
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
地
区
野
菜

JA
部
会

■先
 

■問
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指

JA

導
経
済
課
（
〒　

・　

稲
城
市
東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
０
の
１
）
1　

・
６

３７７

０
０
２

　

土
に
親
し
み
な
が
ら
、
家
族
で

楽
し
く
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
採
れ
た
て
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

６
月　

日（
土
）

２５

■時
 

午
前
９
時　

分
〜

３０

■場
 

大
塚
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園（
坂
浜
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

※
ｉ
バ
ス
利
用
の
場
合
は
、
「
正

吉
苑
前
」
下
車
徒
歩
５
分

■定
 
　

組
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

５０
選
を
行
い
、
当
選
者
の
方
の
み
連

絡
し
ま
す
）

■費
 

１
組　

円
３００

■申
 

は
が
き
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
参

加
希
望
と
記
入
）
に
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

参
加
者
募
集

心
に
残
る

家
族
の
ふ
れ
あ
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

　

毎
月
第
１
金
曜
日
に
行
っ
て
い

る
金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
す

が
、
７
月
１
日（
金
）は
諸
般
の
事

情
に
よ
り
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ
（
協
働
推
進
課
）

選挙人名簿登録者数 ���� （6月2日現在）

計女男投票所名投票
区

5,163人2,393人2,770人稲城第一小学校1
5,899人2,816人3,083人福祉センター2
3,176人1,583人1,593人第四保育園3
2,148人1,008人1,140人稲城第二小学校4
4,679人2,255人2,424人稲城第四小学校5
3,096人1,484人1,612人稲城第四中学校6
2,800人1,412人1,388人平尾小学校7
5,052人2,406人2,646人大丸地区会館8
4,226人2,188人2,038人ふれんど平尾9
4,190人2,033人2,157人稲城第七小学校10
5,433人2,744人2,689人向陽台小学校11
2,411人1,254人1,157人平尾自治会館12
3,549人1,804人1,745人城山小学校13
3,582人1,866人1,716人長峰小学校14
4,148人2,113人2,035人若葉台小学校15
3,643人1,760人1,883人稲城第三中学校16
3,586人1,857人1,729人稲城第六中学校17
66,781人32,976人33,805人合　　　計

間
取
り
・
使
用
材
料
・
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
事
前

に
文
書
で
ご
連
絡
し
、
日
時
を
約

束
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
の
軽
減
（
減
額
）

▽
新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を

含
む
）
の
軽
減

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。　

▽
住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
平
成　
１９

年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
を
対
象
）

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
で
き
ま

す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

課
税
課
家
屋
係

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

２３

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

　

５
月　

日
に
平
成　

年
度
稲
城

３０

２３

市
認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式
が

行
わ
れ
、
市
長
か
ら
５
人
の
方
に

認
定
書
が
手
渡
さ
れ
、
欠
席
さ
れ

た
２
人
の
方
に
は
後
日
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
は
、
農
業
者
が
作

成
し
た
農
業
経
営
の
改
善
を
図
る

た
め
の
計
画
（
農
業
経
営
改
善
計

画
）
を
市
の
基
本
構
想
に
照
ら
し

て
、市
長
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
を
受
け
た
農
業
者
は
、
①
各

稲
城
市
認
定
農
業
者
・

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た

種
融
資
で
の
優
遇
、
②
税
制
上
の

特
例
、
③
各
種
研
修
、
な
ど
の
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
認
定

期
間
は
５
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
平
成　

年
度
エ

２２

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
書
交
付
式
も

行
わ
れ
、
東
京
都
か
ら
５
人
の
方

に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
制
度
は
、

環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
農

業
者
を
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で

す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
を
実
践
す
る
農
業

者
の
証
で
す
。

■問
 

経
済
課
農
政
係

　

平
成　

年
度
に
使
用
す
る
中
学

２４

校
の
教
科
書
見
本
を
展
示
し
ま
す
。

■間
 

６
月　

日
（
金
）
〜
７
月
６
日

１７

（
水
）

■場
 

①
市
役
所
１
階
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー　

②
中
央
図
書
館

■時
 

①
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

②
中
央
図
書
館
の
開
館
時
間

■問
 

教
育
部
指
導
室

平
成　

年
度
使
用

24

 

中
学
校
教
科
書

見
本
の
展
示

全国避難者情報ネットワークシステム
　東日本大震災で被災した方々、福島第一原子力発電所の事
故により避難している方々に心よりお見舞い申し上げます。
　稲城市へ避難された方について、避難元の市町村と情報共
有し連携体制を整えるため「全国避難者情報ネットワークシ
ステム」への情報提供を始めました。避難元自治体からの情
報提供などを希望する方は、ご連絡ください。
■問 市民課市民窓口係

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

誰
で
も
、
自
由
に
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う　

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

休
止
の
お
知
ら
せ

固固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税税

▲認定農業者に認定された皆さん ▲エコファーマーに認定された皆さん

女
満
別
町
）
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
ほ
の
か
稲
城
店（
左
上
図
参
照
）

で
は
、
今
年
の
取
れ
た
て
の
グ
リ

ー
ン
ア
ス
パ
ラ
、
生
ホ
ワ
イ
ト
ア

ス
パ
ラ
、
そ
の
他
野
菜
、
長
芋
、

活
し
じ
み
な
ど
産
地
直
送
で
販
売

し
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
土
）・　

日（
日
）

１８

１９

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■場
 

■問
 

大
空
町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

ほ
の
か
稲
城
店 

1　

・
８
４
６
１

３７７

　

姉
妹
都
市
・
北
海
道
大
空
町（
旧

姉
妹
都
市
大
空
町

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

ほ
の
か
稲
城
店

ア
ス
パ
ラ
フ
ェ
ア開

催

市
役
所
通
り

至稲城大橋 

川崎街道 

JＲ南武線 

生コン 

自動車 
販売店 

Ｐ 

リサイクル店 リサイクル店 

洗車場 

至
矢
野
口
駅
 

コンビニ 
エンス 
ストア 

稲城 
長沼駅 
稲城 
長沼駅 

大空町 
アンテナショップ 

ほのか 



２３・６・１５（3）　代表電話は378－2111

家
庭 
剪  
定 
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報　

▽
次
回
の
作
業
日
・
会
場　

7
月
5
日（
火
）・
若
葉
台
公
園
第
3
駐
車
場　

※
作
業
日
前
週
の
土
曜
日
か
ら
作
業
日
前
日
ま
で
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

せ
ん 

て
い

適
正
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

私
有
地
の

樹
木
や
生
け
垣

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

　

市
内
の
道
路
に
は
、
様
々
な
樹

木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
通
行
･
安
全
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
枝
切
り

や
刈
り
込
み
な
ど
適
正
な
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
私
有

地
の
樹
木
や
生
け
垣
が
道
路
に
は

み
出
し
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
及

び
街
路
灯
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
ご
指

摘
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
支
障
と
な

る
樹
木
や
生
け
垣
な
ど
の
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
け
や 
擁 
壁
   

の

よ
う 
へ
き

安
全
対
策
を

　

長
雨
や
集
中
豪
雨
の
際
に
は
、

地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
や
擁
壁
な

ど
の
崩
壊
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
、
危
な
い
が
け
や
安

全
で
な
い
擁
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
家
で
は
、
大
き
な

被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財
産
に

ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
家
の
周
り
の
安

全
を
確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や

土
留
め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨

水
の
排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て

安
全
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
、
関
係
機
関
か
ら
改
善
な

ど
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
勧
告
を

受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
改
良
な

ど
の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
造
成
等
規
制
法
で
定
め
ら

れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の
高
さ
以

上
の
切
土
・
盛
土
を
し
た
り
、
擁

壁
な
ど
を
築
造
し
た
り
す
る
時
は
、

事
前
の
許
可
が
必
要
で
す
。

■問
 

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所 

1　

・　

・
２
３
８
６
、
市
役
所

０４２

３６４

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

　

市
で
は
「
平
和
で
友
愛
に
満
ち

た
心
の
ふ
る
さ
と
稲
城
」
を
つ
く

る
た
め
、
平
成
３
年
３
月
７
日
に

稲
城
市
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
平
和
へ
の
理
解
を
深
め
る

機
会
と
し
て
開
催
す
る
「
稲
城
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■対
 

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
心
の
あ

る
市
民
の
方

■内
 

実
行
委
員
会
（
７
月
〜
３
月
、

　

回
程
度
）
に
参
加
し
、
コ
ン
サ

１０ー
ト
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。

■限
 

６
月　

日（
月
）

２７

■先
 

■問
 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７７

２
１
２
１

生
活
習
慣
病
教
室

あ
な
た
の
生
活

　

見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

市
立
病
院
で
は
生
活
習
慣
病
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

■日
 

６
月　

日（
木
）

２３

■時
 

午
後
３
時
〜
（
約
１
時
間
）

■場
 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

■内
 

■講
 
「
た
ば
こ　

お
酒
に
つ
い
て
」・

医
師

■問
 

市
立
病
院
医
事
課
外
来
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

「
昼
も
。夜
も
。

節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

２
０
１
１
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ

り
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
施
設
や
ご
家
庭
の
消
灯
を

呼
び
掛
け
る
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
／
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
の
夏
の
電
力
消
費

量
抑
制
に
寄
与
す
る
た
め
、
６
月

　

日
〜
８
月
末
日
を
対
象
に
、
昼

２２も
夜
も
自
主
的
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の

呼
び
掛
け
を
行
う
「
昼
も
。夜
も
。

節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」

を
実
施
し
、
昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
任
意

２
時
間
以
上
の
消
灯
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
特
別
実
施
日

で
あ
る
、
６
月　

日（
水
）（
夏
至

２２

の
日
）
と
７
月
７
日（
木
）〔
七
夕
・

（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
）〕
は
、

全
国
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
参
加
施
設

　

市
で
は
平
成　

年
に
「
稲
城
市

１２

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
市
民
条
例
」

を
制
定
し
、
空
き
缶
、
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
、
一
般
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

蜂
の
巣
駆
除
は

小
さ
い
う
ち
に

　

蜂
が
活
動
す
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
蜂
は
家
の
軒
下
や
庭
木
の

枝
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。
巣
は

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
大
き
く
な

り
ま
す
の
で
、
小
さ
い
う
ち
に
駆

除
し
ま
し
ょ
う
。　

　

危
険
性
の
高
い
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、

む
や
み
に
刺
激
せ
ず
、
専
門
業
者

に
駆
除
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

生
垣
づ
く
り
を

補
助
し
ま
す

の
総
延
長
が
３
ｍ
以
上
で
あ
る
こ

と　

④
道
路
に
面
し
、
道
路
の
幅

が
４
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

※
地
区
計
画
区
域
内
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
補
助
申
請
を
す
る
前
に
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額　

①
生
垣
の
新
設
工

事
費
＝
１
ｍ
当
た
り
８
千
円　

②

既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費

＝
１
ｍ
当
た
り
５
千
円

※
①
②
の
補
助
対
象
は　

ｍ
ま
で

３０

で
す
。

■先
 

■問
 

緑
と
建
設
課
緑
と
公
園
係

保
存
樹
木
を

募
集
し
ま
す

標
物
）
な
ど
に
な
る
樹
木
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■対
 

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
樹
木

①
健
全
で
美
観
上
に
も
優
れ
、
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
樹
木　

②
高

さ
約　

ｍ
以
上
で
幹
の
直
径
が
地

１０

上
１
ｍ
の
高
さ
に
お
い
て
約　

ｍ
０.５

（
周
囲
約　

ｍ
）
以
上
の
樹
木

１.５

※
区
画
整
理
予
定
地
や
公
共
事
業

予
定
地
は
除
く
。

※
申
請
の
前
に
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額　

１
本
あ
た
り
年
額

２
千
円

■先
 

■問
 

緑
と
建
設
課
緑
と
公
園
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
路
の
維
持
管
理

　

市
内
（
主
に
既
成
市
街
地
）
に

は
田
畑
へ 
灌  
漑 
す
る
た
め
の
用
水

か
ん 
が
い

路
が
網
の
目
状
に
巡
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
用
水
路
は
、
稲
城
の
特
産

で
あ
る
梨
･
ぶ
ど
う
の
育
成
や
市

内
の
田
畑
を
潤
す
他
、
雨
水
を
排

水
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

用
水
路
に
は
流
れ
を
保
つ
た
め

に
ご
み
よ
け
の
ス
ク
リ
ー
ン
（
金

網
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
流

れ
て
く
る
ご
み
や
草
木
な
ど
が
、

ス
ク
リ
ー
ン
や
ふ
た
を
掛
け
て
い

る
水
路
内
に 
堆 
積
   

す
る
と
、
用
水

た
い 
せ
き

路
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

納期限　6月30日（木）

市民税・都民税
（第1期）

安心！納税！口座振替 ! !

■問 納税課

れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
、
集
中

豪
雨
時
は
道
路
冠
水
や
床
下
浸
水

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

市
で
も
必
要
に
応
じ
て 
浚
渫 
や

し
ゅ
ん
せ
つ

ご
み
の
除
去
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
災
害
の
防
止
の
た
め
水
路
に

ご
み
や
草
木
な
ど
を
流
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
が
悪
質
な
場
合
に
は
、

２
千
円
以
下
の
過
料
と
な
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
や
ル

ー
ル
を
守
り
、
ポ
イ
捨
て
の
な
い

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
い
た
だ

け
る
方
は
、
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

張り紙 
396枚 
（9.9％） 

張り札 
3,611枚 
（89.8％） 

広告旗 
12枚（0.3％） 

※立て看板は０枚でした。 

種類別 業種別 

住宅販売 
3,846枚 
（95.7％） 

金融 
1枚 

（0.0％）

アダルト 
113枚（2.8％） その他 

59枚 
（1.5％） 

第27回全日本トライアスロン
宮古島大会（スイム3km、
バイク155km、ラン42km）

東京ヴェルディ
トライアスロンチームの
塩野絵美選手が見事優勝
　4月24日（日）に沖
縄県宮古島市で開催
された上記大会にお
いて、東京ヴェルデ
ィトライアスロンチ
ームの塩野絵美選手
が見事優勝しました。
　塩野選手は日頃のトレーニングを、
総合グラウンドや中央公園、多摩川河
川敷で行っています。見かけた際には
声をかけて祝福しましょう。
■問 体育課体育係

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

違
反
広
告
物
の

掲
出
・
設
置

違
反
広
告
物
は
撤
去
し
ま
す

　

市
で
は
屋
外
広
告
物
に
対
し
、

屋
外
広
告
物
法
、
東
京
都
屋
外
広

告
物
条
例
及
び
稲
城
市
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
市
民
条
例
に
よ
り
規

制
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、

公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
道
路
上
に
立
て
看
板

を
掲
出
し
た
り
、
電
柱
・
街
路
樹

な
ど
に
張
り
紙
や
張
り
札
を
設
置

す
る
行
為
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
構
成
さ
れ
る
「
違
反
広
告
物
撤

去
協
力
員
」
が
、
こ
う
し
た
違
反

広
告
物
を
適
宜
撤
去
し
て
い
ま
す

（
上
図
参
照
）
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

募
集
し
ま
す

違
反
広
告
物

撤
去
協
力
員

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
稲

１８

城
市
違
反
広
告
物
撤
去
協
力
員
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在　

人
の
方
が
市
か
ら
委
嘱

１２８

を
受
け
、
撤
去
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
（
平
成　

年
度
の
撤
去
活
動

２２

は
、延
べ　

人
、　

日
間
で
し
た
）。

２６６

７７

　

市
で
は
、
こ
の
活
動
が
更
に
充

実
す
る
よ
う
、
撤
去
協
力
員
を
募

集
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

２０

で
、
簡
単
な
研
修
（
制
度
説
明
）

を
受
け
ら
れ
る
方　

※
制
度
説
明
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

登
録
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日

委
嘱
を
行
い
ま
す
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
の　

世
帯
以
上
の
地
域
団

２０

体▽
対
象
品
目
・
補
助
額　

○
新
聞
紙
、
雑
誌（
雑
が
み
）、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、古
布
、

び
ん
、
ス
チ
ー
ル
缶
＝
９
円
／　
kg

○
ア
ル
ミ
缶
＝
６
円
／　
 
、
食
用

kg

廃
油
＝
６
円
／
リ
ッ
ト
ル

■申
 

資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
実
施

団
体
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

ご
活
用
く
だ
さ
い

資
源
ご
み
集
団
回
収

補
助
金
制
度

　

集
団
回
収
と
は
、
自
治
会
・
子

ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
の
地
域
団
体
と
資
源
回
収

業
者
が
実
施
す
る
資
源
物
（
古
紙

な
ど
）
の
自
主
的
な
回
収
活
動
で

す
。
市
で
は
、登
録
団
体
に
対
し
、

回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
現
在
、　

団
体
が

６０

市
へ
登
録
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

　

生
垣
は
、
敷
地
の
道
路
に
接
す

る
部
分
に
開
放
的
な
緑
の
空
間
を

創
出
し
、
大
気
浄
化
、美
的
景
観
、

防
火
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
は
、

地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
も
有
効
で
す
。

こ
の
生
垣
造
成
補
助
制
度
で
は
、

生
垣
の
設
置
費
用
と
既
存
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■対
 

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
こ
と

（
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去

し
て
生
垣
に
す
る
場
合
も
含
む
） 

②
生
垣
用
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む

ね　
　

以
上
あ
る
こ
と　

③
生
垣

８０
cm

　

市
で
は
、
「
緑
に
つ
つ
ま
れ
友

愛
に
満
ち
た
市
民
の
ま
ち
稲
城
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
掲
げ
、

身
近
な
緑
の
創
出
活
動
の
一
環
と

し
て
、地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク（
目

平成22年度撤去数（合計4,019枚）

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
のポイ

捨
て
禁
止

第　

回
稲
城

20平
和
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
募
集
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だ
よ
り 

商  

工  

会 

子
ど
も
手
当

９
月
ま
で

引
き
続
き
支
給

現
況
届
は
実
施
し
ま
せ
ん

　

毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る
子

ど
も
手
当
の
現
況
届
の
手
続
き
は
、

平
成　

年
６
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

２３

　

今
回
、
現
況
届
は
実
施
し
ま
せ

ん
が
、
６
月
（
平
成　

年
２
月
分

２３

〜
５
月
分
）
と
、　

月
（
平
成　

１０

２３

年
６
月
分
〜
９
月
分
）
の
定
例
支

給
は
、
継
続
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
転
入
や
出
生
に
伴
う

申
請
や
、
住
所
変
更
・
消
滅
な
ど

の
届
け
出
は
、
従
来
通
り
速
や
か

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月
以
降
の
手
当
の
取
り
扱
い

１０
は
、
現
在
未
定
で
す
。
制
度
改
正

の
内
容
に
応
じ
て
手
続
き
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

児
童
育
成
手
当

現
況
届
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

児
童
育
成
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
６
月
以
降
の
受
給
資
格

の
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
現
況
届

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

今
後
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
現

況
届
の
提
出
に
必
要
な
書
類
を
郵

送
し
ま
し
た
。
対
象
者
で
書
類
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
方
法　

子
育
て
支
援
課
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
書
類

を
お
預
か
り
で
き
ま
す
。

保
育
マ
マ

（
家
庭
福
祉
員
）を

募
集
し
ま
す
！

　

乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育
す
る
保

育
マ
マ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■対
 

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
児
童
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
保

育
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
認
定
研
修
を
受
講
し
た
方

②
保
育
経
験
が
あ
る
方

③
満　

歳
〜　

歳
で
、
心
身
健
全

２５

６０

で
あ
る
方

④
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
な
い
方

■日
 

６
月　

日（
水
）

２９

■内
 

■時
 

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
Ｐ
Ｃ
基
礎
）
・
午
後
１
時　

分
３０

〜
４
時　

分
３０

②
ツ
イ
ッ
タ
ー
＆
ブ
ロ
グ
の
初
歩
・

午
後
５
時
〜
８
時

■場
 

商
工
会
会
議
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

１５
■講
 

天
埜　

裕
氏

■費
 

会
員
千
円
、
一
般
２
千
円

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

⑤
育
児
専
用
室
と
し
て
、
通
風
遮

光
の
良
い　

㎡
（
６
畳
）
以
上
の

９.９

部
屋
を
１
階
に
有
し
て
い
る
方

※
基
礎
研
修
を
受
講
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
子
育
て
支
援
課
保
育
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員　

若
干
名

■内
 

①
受
け
入
れ
児
童
・
定
員
＝
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
・
３
人

②
保
育
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

１５

午
後
５
時　

分（
延
長
保
育
あ
り
）

１５

③
保
育
日
＝
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
毎
日

▽
運
営
費
補
助
（
月
額
）　

保
育

に
必
要
な
費
用
は
、
利
用
者
か
ら

の
保
育
料（
４
万
３
千
円
）の
他
、

市
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
費
＝
乳
幼
児
１
人
当
た
り

（１）４
万
９
千
円

　

保
育
室
管
理
費
＝
４
万
円
ほ
か

（２）■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
係

７月は
社会を明るくする運動強調月間、
青少年の非行・被害防止全国強調月間
犯罪や非行を防止し

立ち直りを支える　地域のチカラ

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
し
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支

え
る
の
は
、地
域
の
チ
カ
ラ
で
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
講
座

（
第
3
回
）

こ
ん
な
時
、

　

ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

救
急
時
の
対
応
の
仕
方

　

救
急
車
を
呼
ぶ
の
は
、
ど
ん
な

時
で
し
ょ
う
か
？
救
急
時
の
対
応

に
困
ら
な
い
よ
う
に
稲
城
消
防
署

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・

街
頭
等
Ｐ
Ｒ
活
動

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少

年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
駅
頭
や

街
頭
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

▽
稲
城
地
区
推
進
委
員
会
構
成
団

体
名
称　

保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
、
青
少
年
育
成
地
区
委
員

会
、
青
少
年
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
東
京
稲
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推

進
稲
城
市
協
議
会
、
民
生
・
児
童

保
護
司
（
右
表
参
照
）
の

活
動
に
つ
い
て

　

保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
保
護
観
察
官
と
協
働
で
、

罪
を
犯
し
た
人
の
保
護
観
察
や
更

生
の
手
助
け
を
行
い
、
犯
罪
・
非

行
を
予
防
す
る
た
め
の
活
動
を
関

青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間

非
行
や
犯
罪
か
ら

青
少
年
を
守
ろ
う

　

社
会
全
体
で
広
く
青
少
年
の
非

行
や
犯
罪
を
防
止
し
、
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団

体
、
地
域
住
民
が
青
少
年
の
非
行

に
対
す
る
共
通
の
理
解
と
認
識
を

深
め
ま
す
。
青
少
年
の
規
範
意
識

の
醸
成
及
び
社
会
環
境
の
浄
化
を

図
り
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
保

護
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係
、
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
係
、
協
働
推

進
課
女
性
青
少
年
係

※
子
育
て
支
援
課
へ
の
郵
送
で
も

受
け
付
け
ま
す
（
特
定
記
録
郵
便

な
ど
を
お
勧
め
し
ま
す
）
。

■限
 

６
月　

日（
木
）必
着

３０

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

の
際
は
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　

ゆ
か
た
、
帯
共
に
、
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

■日
 

■時
 

７
月
６
日（
水
）午
後
７
時
〜

９
時
、
７
月　

日（
木
）午
前　

時

１４

１０

〜
正
午

※
各
日
一
日
の
み
の
教
室
で
す
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

■定
 

各
日
６
人
（
先
着
順
）

■費
 

千
円

■申
 

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
講
者
募
集

 
ゆ
か
た　

着
付
け
教
室

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
「
稲

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

各
コ
ー
ス　

人
１０

■申
 

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー
ス（
複

数
可
）
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■限
 

６
月　

日（
水
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
※
文
字
入
力
の
で
き
る
方

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
費
用
な
ど　

下
表
の
と
お
り

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
す
。

受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

パソコン講習会

受講料
時間期日

（コース期間）コース
テキスト代

3，000円午前9時30分
～12時30分

7月12日（火）
  ・13日（水）
（2日間計6時間）

①パソコン
活用入門 無料

3，000円午前9時30分
～12時30分

7月14日（木）
  ・15日（金）
（2日間計6時間）

②デジカメ
入門講座 無料

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
「
稲
城
市
商
工
会
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

職
員
が
お
話
を
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
及
び

６５

そ
の
家
族

■日
 

７
月　

日（
金
）

１５

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

稲
城
消
防
署
講
堂

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

３０
■内
 

①
救
急
車
を
呼
ぶ
時
・
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て　

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
方
法
に
つ
い
て　

③
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て

■講
 

稲
城
消
防
署
職
員

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

委
員
協
議
会
、
自
治
会
、
地
区
体

育
振
興
会
、
多
摩
稲
城
防
犯
協
会

な
ど

■日
 

７
月
１
日（
金
）

■時
 

午
前
７
時
〜
８
時　

分
３０

■場
 

矢
野
口
駅
、
稲
城
長
沼
駅
、
南

多
摩
駅
、
稲
城
駅
、
若
葉
台
駅
、

平
尾
団
地
バ
ス
停
な
ど

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
が
社
会
に
戻
っ
た
時
に

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
の
無

い
「
明
る
い
地
域
社
会
」
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係
、
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
係
、
協
働
推

進
課
女
性
青
少
年
係

日野・多摩・稲城地区保護司会　稲城分区名簿
（6月1日現在）

住所氏名

東長沼1095－2藤森　光子

平尾2－36－12粟井　洋子

前稲城市長石川　良一

坂浜110�水　和男

大丸938芦川　正雄

百村1072松原　一郎

押立983－4横田　定利

矢野口1113原田　正美

若葉台3－1－1
ワルツの杜Ｆ－1010久保田　哲夫

長峰3－5－1－404 糀谷 　信之
こうじたに

向陽台4－2
みはらしの家Ｂ－102門井　八重子

向陽台4－2
みはらしの家Ｂ－601西川　毅

東長沼535篠崎　誠一

矢野口2284－11
グロ－ブスクエア609角田　政信

矢野口486－8鹿島　正二

東長沼2025川島　保之

平尾1－28－13馬場　房義

百村242－1松浦　昇

東長沼869－8�木　伸二

矢野口1569唐木　洋子

※任期は保護司法第7条により2年です。

「はかり」の定期検査
　商店での取引や学校、病院などでの証
明に使用する「はかり」は、2年に1度
検査を受けなければなりません。
　「はかり」の検査は、検査員が検査対
象のお店などまで伺い検査（所在検査）
を実施します。次の2つの会場での持ち
込み検査も併せて実施しますので、いず
れかの方法で検査を受けてください。
　検査対象の方々には、はがきで事前通
知をしますが、通知の無かった方、新た
に「はかり」を使用するようになった
方、また「はかり」を使用しなくなった
方は、下記までご連絡ください。

所在検査
■間7月6日（水）～22日（金）
※土・日曜日、祝日は実施しません。

持ち込み検査
■日■場7月7日（木）・8日（金）＝第二文化セ
ンター（ロビー）、7月14日（木）・15日
（金）＝中央文化センター（ホール入口）
■時午前10時～午後3時
※昼休みなどはありませんので、ご都合
のよい時間帯に検査を受けてください。
■問経済課消費生活係、東京都計量検定所
検査課計画係　103－5470－6638

 　  　 
し みず

シルバー
人材
センター

申し込み・問い合わせ
1377・2212



２３・６・１５（5）　代表電話は378－2111

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
の

就
業
支
援

平
成　

年
度
全
国
一
斉

23「
子
ど
も
の
人
権　

番
」

１１０
強
化
週
間

 
電
話
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
人
権
相
談
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1か20か（放射能汚染の話）

　

原
子
力
発
電
所
（
原
発
）
で

は
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
容
器
の

中
で
核
燃
料
が
核
分
裂
を
起
こ

し
、
そ
の
熱
で
電
気
を
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
核
分
裂
の
産

物
と
し
て
放
射
能
が
生
ま
れ
ま

す
。
福
島
原
発
で
は
、
閉
じ
込

め
て
い
た
は
ず
の
容
器
の
破
損

に
よ
っ
て
放
射
能
が
飛
び
出
し
、

放
射
能
汚
染
が
起
き
ま
し
た
。

　

放
射
能
を
浴
び
る
こ
と
が「
被

曝
」で
す
。
原
爆
の
場
合
は「
被

爆
」
で
、
「
日
」
と
「
火
」
の

違
い
で
す
が
区
別
し
て
い
ま
す
。

「
被
爆
」
の
デ
ー
タ
は
広
島
・

長
崎
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
「
被
曝
」
の
研
究
デ
ー

タ
は
極
少
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

原
発
内
部
で
の
急
性
被
曝
の
デ

ー
タ
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
人

に
つ
い
て
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
く
ら
い
の
も
の
で
す
。

　

少
量
の
放
射
能
は
自
然
界
に

も
存
在
し
て
い
ま
す
。
放
射
能

を
出
す
放
射
性
物
質
は
空
気
中

ら
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

過
日
、
市
で
も
水
道
水
に
溶
け

込
ん
だ
ヨ
ウ
素　

と
い
う
放
射

１３１

能
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。「　
２０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
越
さ
な
け

れ
ば
危
険
で
は
な
い
」
と
す
る

学
者
は
、
「
乳
幼
児
で
も
毎
日

１
リ
ッ
ト
ル
の
水
道
水
を
１
年

間
飲
み
続
け
る
と　

ミ
リ
シ
ー

２０

ベ
ル
ト
を
越
す
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
安
全

で　

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
越
す

２０
と
危
険
な
の
か
、
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
医
療
の
分
野
で
は
放
射

線
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
ガ
ン
マ
ナ

イ
フ
と
い
う
ガ
ン
マ
線
を
脳
外

科
の
手
術
に
使
い
ま
す
し
、
が

ん
の
治
療
に
も
コ
バ
ル
ト
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
放
射
性
同
位

元
素
と
い
う
放
射
能
を
脳
や
心

臓
の
検
査
に
も
使
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
利
益
に
な
る
た
め

に
！

※
シ
ー
ベ
ル
ト
＝
放
射
能
・
放

射
線
の
強
さ
の
単
位
。
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
は
千
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
。
い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ガ

ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
簡
単
に
測
定

で
き
る
。

ベ
ク
レ
ル
＝
放
射
能
・
放
射
線

を
出
す
能
力
の
単
位
。
測
定
方

法
は
複
雑

稲
城
市
医
師
会　

菊
池　

祥
夫

▽問い合わせ　稲城市保健センター
1378－3421

や
水
中
に
漂
っ
て
お
り
、
ち
り
や

ほ
こ
り
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。

１
年
間
の
世
界
平
均
値
は
２
・
４

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
※
）で
す
が
、

日
本
は
１
・
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
少
な
い
国
で
す
。
半
分
は
空
気

中
の
ラ
ド
ン
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

食
物
か
ら
も
０
・　

ミ
リ
シ
ー
ベ

３５

ル
ト
の
被
曝
が
あ
り
、
こ
れ
は
自

然
被
曝
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

少
量
の
放
射
能
は
人
体
に
良
い

作
用
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
ラ

ド
ン
温
泉
や
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
量
の
放

射
線
を
じ
ゃ
が
い
も
に
あ
て
て
、

じ
ゃ
が
い
も
の
発
芽
を
抑
え
長
く

保
存
し
て
い
ま
す
。
放
射
能
が
悪

者
扱
い
さ
れ
る
の
は
、
被
曝
量
が

多
く
な
る
と
遺
伝
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

鎖
を
切
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
修
復
不
可
能
な
ま
で
の
被

曝
を
す
る
と
が
ん
の
発
生
が
起
こ

り
ま
す
。
し
か
し
、
少
量
の
放
射

能
を
浴
び
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
傷
が
つ
い

て
も
自
然
に
元
に
戻
り
ま
す
。
ど

こ
ま
で
浴
び
て
も
大
丈
夫
な
の
か

が
問
題
な
の
で
す
。

　

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
が
安
全
範
囲
の
勧
告
を

出
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
福
島
原

発
の
事
故
に
つ
い
て
、
こ
の
勧
告

に
従
っ
た
基
準
で
対
策
を
立
て
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の

勧
告
の
解
釈
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
委
員

で
勧
告
を
作
成
し
た
東
大
の
放
射

線
工
学
の
先
生
が
、
涙
し
な
が
ら

内
閣
参
与
を
辞
任
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
工
学
系
の
研
究
者
は
、「
こ

こ
ま
で
な
ら
安
全
」
と
考
え
ら
れ

る
範
囲
で
年
間
に
浴
び
て
い
い
放

射
線
量
を
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
勧
告
で

も
一
般
人
が
さ
ら
さ
れ
て
よ
い
人

工
放
射
線
量
の
限
度
は
１
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
で
す
。
放
射
能
事
故
が

起
き
た
時
は
、
事
故
終
息
ま
で　
２０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
上
限
と
し
て

い
ま
す
。
医
学
系
の
学
者
は
「
こ

こ
か
ら
は
危
険
」
と
し
て　

ミ
リ

２０

シ
ー
ベ
ル
ト
と
取
り
上
げ
ま
す
。

　

少
し
数
字
を
並
べ
ま
す
。
原
発

周
囲
０
・　

（
単
位
は
ミ
リ
シ
ー

０５

ベ
ル
ト
。
以
下
省
略
）
、
広
島
原

爆
直
接
被
爆
で
原
爆
手
帳
の
交
付

　

、
放
射
線
業
務
従
事
者
（
原
発

２.０で
働
く
人
、
放
射
線
技
師
、
放
射

線
医
な
ど
）　

、
広
島
原
爆
爆
心

５０

地
か
ら
２　

以
内
で
原
爆
手
帳
交

km

付　

、
人
間
の
健
康
に
確
率
的
に

８１
影
響
が
出
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る

放
射
線
量
の
最
低
値　

、
放
射
線

１００

業
務
従
事
者
が
５
年
間
に
さ
ら
さ

れ
て
よ
い
限
度　

、
福
島
原
発
で

１００

強
制
避
難
と
な
っ
た
地
点　

、
福

１００

島
原
発
事
故
の
処
理
に
あ
た
る
放

射
線
業
務
従
事
者
が
１
回
に
さ
ら

さ
れ
て
よ
い
と
特
例
で
決
め
た
限

度　

。
素
人
な
が
ら
こ
の
数
字
を

２５０
見
て
み
る
と
「
ん
？
」
と
思
わ
せ

ら
れ
ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
被

曝
さ
れ
た
場
合
と
短
期
に
被
曝
さ

れ
た
数
字
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
同
列
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

被
曝
量
は
足
し
算
で
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
聞
に
大
気
中
の
放
射
線
量
が

載
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
に
載
っ
て

い
る
放
射
線
量
は
１
時
間
あ
た
り

の
量
で
す
。
「
こ
こ
ま
で
な
ら
安

全
」
と
さ
れ
る
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
は
、
時
間
あ
た
り
に
す
る
と

０
・　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で

３８

す
。

　

こ
こ
ま
で
は
空
気
中
の
放
射
能

の
話
で
す
。
人
間
の
被
曝
に
は
体

外
被
曝
と
体
内
被
曝
が
あ
り
ま
す
。

放
射
能
汚
染
さ
れ
た
空
気
に
さ
ら

さ
れ
て
も
体
外
被
曝
で
あ
る
程
度

防
げ
ま
す
。
福
島
原
発
で
働
い
て

い
る
人
た
ち
が
着
て
い
る
使
い
捨

て
の
薄
い
防
護
服
で
も
防
げ
ま
す
。

直
に
肌
に
つ
い
て
も
除
染
と
い
っ

て
水
で
洗
い
流
す
だ
け
で
も
防
御

で
き
ま
す
。
体
内
被
曝
は
厄
介
で

す
。
放
射
能
汚
染
さ
れ
た
空
気
を

吸
い
込
む
と
、
放
射
能
が
肺
に
入

り
ま
す
。
放
射
能
が
着
い
た
野
菜

（
葉
っ
ぱ
だ
け
で
な
く
、
土
の
中

の
放
射
能
も
根
菜
に
入
り
ま
す
）、

放
射
能
が
溶
け
込
ん
だ
水
道
水
、

魚
介
類
を
摂
取
す
る
と
消
化
管
か

■内
 

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や

家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど

子
ど
も
の
た
め
の
無
料
人
権
相
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■間
 

６
月　

日
（
月
）
〜
７
月
３
日

２７

（
日
）

■時
 

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
７
時
、
土
・
日
曜
日
＝
午

前　

時
〜
午
後
５
時

１０
▽
「
子
ど
も
の
人
権　

番
」
電
話

１１０

番
号　

1
０
１
２
０
・　

・　
００７

１１０

▽
電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

①

歳
以
下
対
象

34
「
実
践
！
採
用
担
当
者
に
選
ば
れ

る
応
募
書
類
＆
面
接
対
策
講
座
」

■日
 

①
６
月　

日（
水
）、
②
６
月　

２２

２３

日（
木
）

■時
 

各
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■定
 

各　

人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

３０

■内
 

①
応
募
書
類
対
策
講
座
、
②
面

接
対
策
講
座

②

歳
代
対
象

30
「
正
社
員
を
目
指
す
７
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
」

■間
 

７
月
５
日（
火
）〜　

日（
水
）の

１３

平
日
全
７
日
間

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
日
程

１０

に
よ
り
変
動
あ
り
）

■定
 
　

人
（
選
考
あ
り
）

１５
◆
共
通
事
項

■場
 

■問
 

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩 

1　

・　

・
４
５
２
４

０４２

３２９

多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

創
立
３
周
年
記
念

　
　

無
料
法
律
相
談
会

　

多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

は
「
市
民
の
法
的
駆
け
込
み
寺
」

と
し
て
、
多
摩
地
域
の
事
業
者
及

び
市
民
の
方
々
に
法
的
サ
ー
ビ
ス

を
広
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

立
川
に
設
立
さ
れ
た
公
設
法
律
事

務
所
で
す
。

　

こ
の
度
、
創
立
３
周
年
を
記
念

し
て
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
行
い
ま
す
。不
動
産
関
係
、

相
続
、
離
婚
、
成
年
後
見
、
事
業

者
向
け
法
務
、
労
働
問
題
、
債
務

整
理
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■日
 

７
月　

日（
土
）

２３

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
１
人

１０

　

分
程
度
）

３０■場
 

多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

（
立
川
市
）

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

４８
■申
 

７
月
４
日（
月
）か
ら
電
話
（
1

　

・　

・
２
４
５
０
）
で
予
約
を

０４２

５４８

受
け
付
け
ま
す
。

※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

■問
 

多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所 

1　

・　

・
２
４
２
２

０４２

５４８

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城

市
保
健
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　

稲
城

206

0804

市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

112

378

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
歯
と
お
口
の
健
康
、
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

族
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
健
診
日
現
在
妊

娠　

〜　

週
の
方

１６

２７

■日
 

７
月
８
日（
金
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

２５

２
時

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０

■内
 

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診

査
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
相

談■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ

■申
 

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２歳児歯科
健康診査希望

１．7月6日（水）
２．幼児氏名
　　（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

▲申込記入例

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■限
 

６
月　

日（
水
）必
着

２９

　

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
が
な
い

お
子
さ
ん
や
、
食
べ
方
が
気
に
な

る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
歯
科
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
６
月
生
ま
れ
の
お
子

２１

さ
ん

■日
 

７
月
６
日（
水
）

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

委
員
（
東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
子
ど
も
人
権
委
員
会
）
及
び

法
務
局
職
員
（
東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
）

■主
 

東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
・

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
二

課　

1　

・
５
２
１
３
・
１
２
３

０３

４

２
歳
児歯

科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

社会福祉協議会から
「2011夏！
体験ボランティア」
参加者説明会を開催

　今年も「夏！体験ボランティ
ア」を実施します。ボランティ
アは初めてという方、興味があ
る方、様々な施設へ行ってみた
いという方、この機会にぜひご
参加ください。
■対中学生以上
■日6月30日（木）
■時午後4時～5時
■場地域振興プラザ
※上記日程に参加できない方
は、7月3日（日）午後1時30分～
2時30分に福祉センターで行う
説明会にご参加ください。

▽「2011夏！体験ボランティ
ア」実施期間　7月21日（木）～
8月31日（水）

▽体験先　市内保育園、高齢者
施設、障害者施設、ＮＰＯ団体
ほか多数予定
■費300円（保険料）
※中学生は無料
■先■問ボランティアセンター　1 

378－3800



２３・６・１５ 代表電話は378－2111　（6）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約
受付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※7月6日（水）の住宅リフォーム相談は、6月24日（金）まで予約を受け付けます。

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５２

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

■日
 

７
月　

日（
土
）

１６

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

■場
保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

５５
▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料　

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（https://w

w
w
.e

‐te
tsu
zu
k
i99.com

/tok
y
o/

、

携
帯
電
話
か
ら
は
左
の
バ
ー
コ
ー

ド
）
、
窓
口
持

参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■限
 

６
月　

日（
水
）必
着

２２

※
抽
選
結
果
は
期
日
の　

日
前
ま

１０

で
に
通
知
し
ま
す
。

※
次
回
の
胃
が
ん
検
診
は
、
８
月

　

日（
水
）保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

１０ま
す
。

胃がん検診希望
１．７月16日（土）・
 　保健センター
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

1歳6カ月児健康診査（平成21年11月生まれ） 保健センター
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
女性の悩み相談 10時～4時（予約終了） 協働推進課女性青少年係
高齢者・障害者の法律相談 1時30分～4時30分（予約随時） 福祉センター
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水6／15

1歳児歯科健康診査（平成22年5月生まれ） 保健センター
3歳児健康診査（平成20年5月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
税務相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木16

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金17

土18

＋休日急病診療所　若葉台クリニック（若葉台）9時～5時  1350－6075
＋休日薬局　　　　アイセイ薬局若葉台店（若葉台）9時～5時  1350－6171日○１９ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月20

3カ月～4カ月児健康診査（平成23年2月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火21

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水22

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木23

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係金24

休日窓口　８時３０分～正午、１時～５時
 ���� 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
心の専門相談 1時～4時（前日までに予約） 福祉センター
女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係

土25

＋休日急病診療所　長峰クリニック（長峰）9時～5時  1350－7171
＋休日薬局　　　　サンリ薬局長峰店（長峰）9時～5時  1350－3577日○2６ 
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月27

定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火28

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係水29

法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木30

母子健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
人権・身の上相談 1時30分～4時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金7／1

　

骨
量
を
計
る
検
査
を
行
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
自
分
の
骨
量
を
よ
く

知
り
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

■対
 

平
成　

年
度
中
に　

・　

・　

・

２３

３０

３５

４０

　

・　

・　

・　

・　

・　

歳
に

４５

５０

５５

６０

６５

７０

な
る
女
性
市
民

■日
 

７
月　

日（
土
）

３０

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

海
外
へ
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
持
ち
出
し
及
び
持
ち
込
み
を
防

止
す
る
た
め
、
麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種
の
制
度
改
正
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
接

種
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■対
 

平
成　

年
度
高
校
２
年
生
相
当

２３

年
齢
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

で
、
今
年
度
海
外
に
行
く
予
定
の

あ
る
方

※
海
外
に
行
く
予
定
の
な
い
方
は
、

来
年
４
月
頃
に
市
か
ら
通
知
が
届

き
ま
す
の
で
、
来
年
度
に
受
け
る

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
中
学
校

２３

１
年
生
〜
高
校
２
年
生
相
当
年
齢

の
方
を
対
象
と
し
て
、
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
な
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
不

足
か
ら
初
回
接
種
が
差
し
控
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
厚
生
労
働
省
よ
り
６

■日
 

７
月
８
日（
金
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習
室

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

２０
※
初
め
て
の
方
が
対
象
で
す
。

■内
 

と
う
も
ろ
こ
し
ご
飯
、
ビ
シ
ソ

ワ
ー
ズ
（
冷
製
ス
ー
プ
）
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
豚
肉
巻
き
ソ
テ
ー
他

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角 
巾 
、
筆
記
用

き
ん

具
、
手
拭
き

※
指
輪
、
腕
時
計
は
外
し
て
く
だ

さ
い
。

■定
 
　

人
１３０

■内
 

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定
及

び
結
果
の
見
方
、
栄
養
士
に
よ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
法
な
ど

■費
 

無
料

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決

定
し
、
期
日
の　

日
前
ま
で
に
通

１０

知
し
ま
す
。

■限
 

６
月　

日（
木
）必
着

３０

月　

日
か
ら
高
校
２
年
生
相
当
年

１０
齢
の
方
に
、
順
次
接
種
を
再
開
で

き
る
こ
と
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
高
校
２
年
生
相
当
年
齢

で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
市
内

指
定
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

の
う
え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
５
月　

日
、
予
防
接

２３

２０

種
施
行
令
及
び
予
防
接
種
実
施
規

則
の
一
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
改
正
内
容　

平
成
７
年
６
月
１

日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１９

の
方
で
、
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
り

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
（
日
本
脳

炎
予
防
接
種
を
計
４
回
ま
で
受
け

て
い
な
い
方
）
は
、
４
歳
〜　

歳
２０

未
満
の
間
で
残
り
の
回
数
分
を
公

費
負
担
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

▽
接
種
方
法　

市
内
指
定
医
療
機

関
で
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う

え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
日
、
薬
物
乱
用
問
題
は
全
世

界
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
人
間
の

生
命
は
も
と
よ
り
、
社
会
や
国
の

安
定
を
脅
か
す
な
ど
、
人
類
が
抱

え
る
最
も
深
刻
な
社
会
問
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
連
は
、
国
際
社
会
が
一
丸
と

な
っ
て
地
球
規
模
で
拡
大
す
る
薬

物
乱
用
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
３
月

２１

「
新
国
連
薬
物
乱
用
根
絶
宣
言
」

を
採
択
し
、
平
成　

年
ま
で
に
薬

３１

物
乱
用
を
根
絶
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
東
京
都
薬
物
乱
用
防

止
推
進
稲
城
市
協
議
会
の
指
導
員

が
、
「
新
国
連
薬
物
乱
用
根
絶
宣

言
」
の
支
援
事
業
と
し
て
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
薬
物
乱
用
問
題
に

対
す
る
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

国
連
決
議
に
よ
る
「
６
・　

国
際

２６

麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
」
を
周
知
・

徹
底
さ
せ
る
た
め
、
「
ダ
メ
。
ゼ

ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

■間
 

６
月　

日
（
月
）
〜
７
月　

日

２０

１９

（
火
）

■問
 

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
推
進
稲

城
市
協
議
会
事
務
局
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

骨粗しょう症
検診希望

1．住所
２．氏名
　（フリガナ）
３．生年月日
　（年齢）
４．電話番号

▲申込記入例

■費
 

無
料

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■限
 

７
月
６
日（
水
）

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

胃
が
ん
検
診

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1

206

0804

112

1　

・

3
4
2
1

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
所
、電
話
、

は
が
き
、
封
書
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
予
診
票
な
ど
を
受
け
取
り
、
市

内
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
後
、
約
１
週
間
で
予

診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

子
宮 
頸 
が
ん

け
い

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
校
２
年
生
相
当

 
年
齢
の
方
の

麻
し
ん
・
風
し
ん 

予
防
接
種

参加者募集

調理講習会
「夏野菜でおもてなし」

平
成　

年
度

23

「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動

６
・　

国
際
麻
薬
乱
用

26

撲
滅
デ
ー




